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◆宿場そば　 桑名屋

　横浜市保土ケ谷区岩井町 21　TEL 045-331-0233

　http://blog.livedoor.jp/kuwanaya/ 
◆道中振り分けいなり　 ごん太鮓

　横浜市保土ケ谷区岩井町 124　TEL 045-741-7500

◆炭火手焼き　 保土ケ谷せんべい

　横浜市保土ケ谷区岩井町 243 TEL・FAX045-713-1029
◆純米酒「権太坂」　 鉾立商店（Z-ONE 権太坂店）

　横浜市保土ケ谷区権太坂 1-36-9 
　TEL 045-711-3621　FAX 045-711-4856

◆境木おじぞうさんもなか　 菓匠　栗山

　横浜市保土ケ谷区境木本町 1-33
　TEL・FAX　045-713-2515

　http://www.wagashi-kuriyama.co.jp/

東海道・保土ヶ谷宿の歴史と伝統を ＜味＞ に込め　～　保土ヶ谷宿名物会　～　　

【江戸日本橋】品川川崎神奈川 保土ケ谷 戸塚藤沢平塚大磯小田原箱根
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歴史を歩いてみよう

保土ケ谷区役所　　ほどがや協働まちづくり工房

　保土ヶ谷宿四〇〇倶楽部　ほどがやガイドボランティアの会　

　　　　  総合案内板↓　　　　　　　  史跡説明板↓　　　 標柱↓

18. 帝
たいしゃくてん

釈天 と

　　旧
きゅうもとまちばし

元町橋跡
あと

　→

昔、今井川は帝釈天の祠
ほこら

のある山
やますそ

裾に沿って流れ、

祠の下あたりに旧元町橋

があった。今の元町橋は

川
かわすじ

筋を変えた後のもの。

17. 樹
じ ゅ げ ん じ

源寺 

鎌倉時代に建てられた医
い お う じ

王寺が

焼失した後、江戸時代初期に苅

部家により身
み の ぶ さ ん く お ん じ

延山久遠寺の末
ま つ じ

寺

として開
かいざん

山した。　↓

 ↑ 19. 権
ご ん た ざ か

太坂

昔は今より急坂で江戸から
の旅人がはじめて出会う難
所であった。一番坂と二番
坂があり松並木が続き景色
も良く富士が眺

なが

められた。

 ← 20. 投
な

げ込
こ

み塚
づか

の碑
ひ

昔、街道の近くに旅の途中

で行
ゆ

き倒
だお

れた人や牛馬を

葬
ほうむ

った場所があった。その

後、平
ひ ら ど

戸の東
と う ふ く じ

福寺に手厚く

改
かいそう

葬され、供
く よ う

養のためにこ

の碑
ひ

が建てられた。

21. 境
さかいぎたてばあと

木立場跡 →

保土ヶ谷宿からも戸塚宿

からも難所の坂を上り詰
つ

めたところに、旅人や馬が

休息するための立場が設け

られ、数件の茶屋があっ

た。その内の1軒が現存し、

明治天皇も休息された。

22. 境
さかいぎじぞうそん

木地蔵尊 →

江戸からの講
こうじゅう

中や道
どうちゅう

中

の安全を祈る旅人が多

く 参 拝 し た。 現 在 の

お堂は関東大震災後、

再建された。　

← 23. 武
ぶそうくにざかい

相国境モニュメント

こ の 地 が 武
むさしのくに

蔵 国（ 保 土 ヶ 谷 宿 ）

と相
さがみのくに

模国（戸塚宿）の境であり、

昔は木の杭
くい

が立てられていたの

で境
さかいぎ

木という。このモニュメン

トは平成 17 年に設置された。

24. 萩
はぎわらだいかんやしきあと

原代官屋敷跡 →

萩原家は平
ひ ら ど

戸の領主で

代 々 旗
はたもと

本杉浦越
えちぜんのかみ

前守の

代官をつとめ、幕末の頃

にはこの場所に道場を開

いた。今は武
ぶ け や し き も ん

家屋敷門と

倉
くら

が残る。

16143 ← 番号付きの史跡は本ガイドに説明文があります。

街道は、幕府によってすべて管
かんかつ

轄が定められていました。

保土ヶ谷宿は、芝
し ぼ う

生村追
おいわけ

分（現在の西区との境）から、境木地蔵

（現在の戸塚区との境）までの約 5Km で、追分から北は神奈川宿、

境木地蔵より南は戸塚宿の管轄でした。

宿場としての街並みを整えていたのは、約 2Km の間で、この

間は宿
しゅくうち

内と呼ばれました。

宿内には、本陣を中心に旅
は た ご

籠や茶
ち ゃ や

屋、商店が立ち並び、宿場町

としてにぎわいをみせていました。

案内サインの種類と地図記号

保土ヶ谷宿は、慶
けいちょう

長 6 年（1601）東海道に宿
しゅくえき

駅の制度が定めら

れた際に、幕府公認の宿場として誕生しました。

保土ヶ谷宿は、江戸から約 33Km（8 里 9 丁）で品川・川崎・

神奈川に続く４番目の宿場です。

宿場が担
にな

う役割は、荷物の運搬に要する人
じ ん ば

馬などの継
つ

ぎ立てや

旅人の休泊施設の提供、飛
ひきゃく

脚の業務などがありました。

保土ヶ谷宿

権

境

【注】現在 碑がある場所と実際に塚が
あった場所は同じではありません。

← 000m　　　←　区間距離を示します。（誤差：± 10m）

◆発　行： 横浜市保土ケ谷区役所 区政推進課
　　 〒 240-0001 保土ケ谷区川辺町 2-9　TEL：045-334-6227　FAX：045-333-7945

 ほどがや協働まちづくり工房　（挿絵：村田啓輔）

◆協 　力：保土ヶ谷宿四〇〇倶楽部　ほどがやガイドボランティアの会

発 行 年：平成 18 年 3 月初版 　　　

横浜市広報印刷物登録第 170731 号：種別・分類 E-QA070　

＊お酒は 20 歳を過ぎてから

広 告


